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1月4日(土)に開催した新年会にて撮影。西江建設株式会社及びセイコーリース株式会社社員の集合写真 
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 個人的に昨年の一番大きな出来事は、道東自動車道が４車線化
の優先整備区間に認定されたこと。全国で３，０００ｋｍ程の暫定２
車線区間があり、そのうち８８０ｋｍを優先的に整備する計画が一昨
年暮れに国土交通省の道路局から出された。 
 １０年以上にわたり帯広商工会議所の地域開発委員会で４車線
化、追加のＩＣに関し取組み、集大成として「帯広圏交通体系グラン
ドデザイン」という提言書を作成し、提言活動を継続してきた結果、
千歳恵庭ＪＣから清水 ＩＣまでの全線４車線化が決まった。 
 道東自動車道４車線化は十勝地域の活性化のためには絶対にや
らなければならない、基盤整備の基本中の基本。北海道開発計画
の中でも「世界の北海道」と謳われている通り、インバウンドも国策で
増加傾向にある中、外国人によるレンタカーでの旅行も増えている
状況。こうした中で、やっと４車線化に向けて本腰を入れたことは喜
ばしいことであり十勝にとっても発展の基盤になり、いわゆるストック
効果も現れてくる。 

昨年の出来事 

 基盤整備予算は、昨年北海道開発事業費として１，２８３億円が決
まった。そのうちゼロ国債として３５６億円が配分。２０２０年度予算で
は北海道開発事業費として６，２７５億円（対前年０．４％増）と若干
増加傾向。 
 アメリカ、フランス、ドイツ、イギリスなど世界の先進国では社会資本
整備のための予算の必要性に気付き、増やしてきた。日本も元に戻
るのには時間がかかっているが、毎年僅かずつでも増えてきたことで
ほっとしている。当社は１００％公共事業の会社であり、こうした環境
下でも地域の発展に寄与していきたい。 

基盤整備予算 

 全国各地でいろいろな大災害が発生している中で、今後の治水事
業についての考え方も変わってくるだろうと予想している。 
 これまでの治水事業は過去の雨に対しての洪水確率で基本的な
整備をしてきた。例えば、十勝川は１５０年に１度の洪水確率に基づ

今後の治水事業の変化 

新年にあたって 
いた治水事業を展開してきた。 
 これからは未来の予測を含めた気候変動をもとに治水対策を進め
ていく必要があり、治水対策技術検討会でこれからの治水のあり方が
検討されている。河道掘削、堤防の強化を中心に今まで以上に予算
をつけていただきスピードアップして施策が展開していくように期待す
る。 

担い手３法 
 その他、これから会社として取り組むことの一つとして担い手３法が
ある。 
 建設業法、入契法、品確法が改正され、特に品確法では発注者
責任が明確に謳われ、積算のあり方、適正な利益を確保するための
予定価格を策定するという受注者にとってありがたい方向に変更さ
れている。受注者にも下請けに対する適正な契約が謳われ、発注
者責任、受注者責任が明確化された。 
 また、担い手不足に対しては、 ＩＣＴ活用による生産性の向上に積
極的に取り組む必要がある。当社はこれについての投資を惜しまな
いので、同業他社に先駆けて導入するとともに我々自身が勉強し、 
ＩＣＴを使いこなしていくことが必要となる。 
 週休２日制については当社は平成３年から取り組んできた。当時
は当社だけが休もうとしても他の関連する工事現場との連携もあり難
しい面があったが、やっと発注者側からの働きかけが強化され、本格
的に取り組みできるようになってきた。 

 近年、全国各地で大きな災害が発生している。建設業は地域の
人々の生命や財産、暮らしを守る社会資本整備の担い手である。地
域経済や雇用を支える地域の基幹産業である。このことを我々は
しっかり胸に刻んで、そういう仕事に携わっているということに誇りを
もって地域のために頑張っていきたい。 
 各現場・本社あげてさまざまな課題に対して、きめ細かく、素早く、
賢く取り組みながら、今年１年皆でワンチームで頑張って行きましょ
う。 

地域のために 

（令和2年1月6日(月) 年頭集会 社長挨拶より抜粋） 
代表取締役社長 西江 靖幸 
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西江建設が手掛ける工事現場を徹底解剖！ 

現場代理人からリアルな現場の声をお届けします。 

 工事延長８００ｍ区間の現行の道路の路盤を下げる事による急勾配の緩和

と、きついカーブ区間の解消及び、道路の拡幅を目的に実施する道路改良工

事です。 

 計画道路は、工事するにあたって一時的に現道から外れる区間も多いのです

が、今回の工事では一般車両やコンバイン等の大型耕作車両の交通を確保し

ながら施工する必要があり、段階的な盤下げや終日における安全な交通の確

保が求められました。 

 万一の場合に備えて施工途中でも高低差が極力つかないように施工計画を

工夫したり、夜間時の適切な交通誘導のための照明設置などに努めて工事を

実施しました。 

 日々の安全を優先した計画的な施工に心掛け、支障なく無事故で工事を完

成することができました。  
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自分で決めた施工方法・手順で新しい道路が完成して、車で走行した時

の気分の良さは最高です。 
難しいと感じるのは、工事図面と現地をよく理解し、工事をどうやって、どのような

順番で進めていくか検討して選定すること（施工方法を決めること）です。 

現場の中だけでなく、工事に関わるとこ

ろで働く人達はみな仲間です。 

「全員が同じ目的に向かって仕事をす

る」ということが、物造りをするうえで一番

大事なポイントだと改めて感じました。 

現場にいるみんなが楽しく仕事ができる環境をつくることを心掛けています。 

仕事が終わってからは、毎日テレビドラマを見て過ごしていました。 

   休みの日は、趣味のサッカーをしたり買い物をしてストレス発散しています。 
自分自身も危険な目には遭いたくない

からこそ、危ないと思うことはしません。 

作業者に対しては、焦らせないことが大

切です。そして危険だと感じたらすぐに

声掛けを行い、是正対策することをいつ

も心掛けています。 

現場スタッフで気持ちを込めて道路を造りました。阿寒・オンネトー方面へお出か

けの時は、国道241号足寄国道と並行して走る道道664号モアショロ原野螺湾

停車場線を通ってみてください。 

道東自動車道 足寄ICを降りて左折 

→ 足寄市街地に入る手前を右折、豊栄橋へ 

→ 足寄分屯地を通り過ぎて１ｋｍ進む 

→ 緩いS字カーブの下り坂の工事箇所を眺めて 

→ 阿寒・オンネト－方面へ！ 
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西江建設の社員は仕事も遊びも“本気“がモットー。 

仕事中には見られないオフショットを激写＆覗き見しちゃいます。 

毎年恒例の新年会を、いつもお世話になっている北海道ホテルにて執り行いま

した。現場で働く技術職員と本社・関連会社で働く事務職員、そして札幌支店の

全職員が集まることのできる数少ない機会を満喫。豪華な料理に舌鼓を打ちな

がら仕事仲間と飲むお酒は、なんだかいつもより美味しかったです。旧年を振り

返りつつ、今年も良い年になりますようにと気持ち新たに乾杯しました。 

B I N G O 
G A M E 

のむら部長 

たにもと課長 

はるひ 

ともこ ゆーへい 

さわの 
工事長 

よしだ主任 
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当社は札幌で開催される合同説明会などにも出展しています。各種イベントの様子や 

就活に役立つ情報をお伝えします。なお、単独説明会は札幌支店・帯広本社にて随時開催中！ 

 １月１２日(日)に開催された業界研究セミ

ナーおよび1月２１日(火)に開催された北

見工業大学 企業説明会に出展しました！

ブースに来てくれた学生はみんな熱心に耳

を傾けてくれたので、担当者もついつい説

明に熱が入りました。 

 当社が、イベントや説明会のときに大切に

しているのは「学生が聞きたいことを真摯に

お伝えする」こと。来てくれた学生一人一人

と向き合い、その人が気になっていること、

聞きたいことを丁寧にお話します。 

 短い時間なので伝えられることにも限りが

あります。だからこそ、疑問に思っていること

を出来るだけたくさん、直接答えたい――

そんな想いで臨んでいます。 

 当社のブースにいらっしゃった際は、どん

な疑問・質問でも遠慮なく聞いてください。

ちょっと聞きにくいことでも、もちろんOK！ 

採用担当者をはじめ、２０代の若手技術者

が、なんでも正直にお答えします！ 

 
  

 

 

 

 

３月８日(日)に札幌パークホテルで開催される、株式

会社マイナビ主催「マイナビ建築・土木系学生のため

の仕事研究＆インターンシップフェア」に出展します。

みなさんの仕事研究に役立てるよう、当社職員も一生

懸命お話します。ぜひ遊びに来てください♪ 



6 

 



7 

当社社員の活躍をはじめとする、新聞では知ることのできない 

西江建設の最新ニュースをお伝えします。 

 令和元年１１月２３日(土)に、ホテルグランテラス帯広にて令和元年度産業経

済功労者表彰の授賞式が執り行われ、当社社長は団体役員功労者表彰を受

賞しました。 

 （一社）帯広建設業協会で副会長をはじめ各種委員長を歴任。土木委員長と

して、土木委員会と発注機関による意見交換会を全道に先駆けて開催し、施工

技術の向上や適正な入札契約制度等の実現に向けて活発な活動を行いまし

た。また、平成23年からは帯広建設業協会の副会長として組織運営の近代化

に指導力を発揮するなど長年にわたり業界の発展に貢献してきた功績が評価さ

れました。                      （令和元年１１月１１日(月) 北海道通信より抜粋）

 令和元年１２月２６日(木)に、十勝総合振興局 帯広建設管理部 優秀現場代

理人等表彰式が執り行われました。そこで当社が平成30年に施工した「28年災

1183号東瓜幕芽室線災害復旧工事（風雲橋Ｐ2橋脚工）（繰越）」の現場代理

人である水上主任が、優秀現場代理人表彰を受賞しました。 

 水上主任は「この表彰は私一人の力によるものではなく、良いものを作るため

に共に努力してくれた現場のスタッフ、担当課長をはじめとする職員がサポートし

てくれたおかげだと思っています。今後も良い成果を上げられるよう邁進致しま

す。」と話します。 

工
事
概
要

工事名 ：28年災1183号東瓜幕芽室線災害復旧工事 （風雲橋P2橋脚工）（繰越） 
施工期間：平成30年3月23日－平成30年11月13日 
発注者 ：十勝総合振興局 帯広建設管理部 
請負者 ：西江、勇、北英特定建設工事共同企業体 
請負金額：396,275,760円（税込） 
現場職員：水上 陽出明、妹尾 慎一郎、佐々木 真一（勇建設(株)）、竹生 登志夫 （(株)北英建設） 

工事部工事課主任 

水上 陽出明 

代表取締役社長 

西江 靖幸 

「優秀現場代理人表彰」 とは

発注した工事の施工に関し、現場代理人として優良な

工事の完成等に尽力した者を対象とした表彰 

（十勝総合振興局 帯広建設管理部報道発表資料（平成３０年１２月）より抜粋） 

「 団体役員功労者表彰」 とは

多年にわたり団体の役員として、産業、経済団体の組織化の推進と業界の発展に

貢献し、ほかの模範となる者を対象とした表彰（令和元年１１月１１日(月) 北海道通信より引用） 


